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	A.　研究目的
	B.　研究方法
	研究班の研究分担施設と協力施設より、2017年から2020年にICIを投与中、あるいは投与後３か月までに他剤により生じた薬疹症例を集積して解析した。薬疹の診断は、皮疹の原因として薬剤が疑われ、薬剤中止後に皮疹が軽快した場合とした。皮疹は、多形紅斑、播種状紅斑丘疹型、分類不能型、Stevens-Johnson症候群、中毒性表皮壊死症、苔癬型、乾癬型などを対象とした。さらに、他の薬剤の関与が否定されたICI投与中の多形紅斑、播種状紅斑丘疹型、分類不能型、Stevens-Johnson症候群、中毒性表皮...
	当研究は、当院臨床倫理委員会での審査・承認をうけた。各施設のIRBでも審査され承認を受けている。
	C.　研究結果
	昨年までの解析以降にも症例の登録があり、最終的に178例を集積した。うち解析対象として問題のある症例を除外し、ICI以外の薬剤の関与を疑う症例94例、ICI以外の薬剤が関与していない皮疹30例を解析した。
	抗がん剤が皮疹の誘因となったと思われる27例を除き、全身に紅斑性の発疹を生じた58例と、ICI以外の薬剤の関与が否定的な30例を比較検討した。薬剤の関与がないと考えられた30例のうち20例が男性であった。ICI以外の薬剤による薬疹が疑われた群は、薬剤の関与が否定された群と比べ、発熱の頻度（38% vs 13%）、客観的に重症と考えられた症例の割合（22% vs 10%）が高く、皮疹においては顔面の紅斑、紅斑内の水疱、粘膜疹の割合が高かった（それぞれ19% vs 5%、12% vs 3%、17% v...
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